


　九州大学は、印刷物や電子媒体を通じて、日々膨大な量の情報を発信し

ていますが、これらの情報媒体には九州大学の統一したイメージが欠けて

いるという問題がありました。そこで、こうした貴重な情報の発信者が九

州大学であることが一目で分かるような視覚的に一貫性のあるイメージを

与える仕組みをつくろうという機運が高まりました。

　こうして 2006 年 4月に始動したのが、九州大学ユニバーシティ・アイ

デンティティ・プロジェクト、略して「UI プロジェクト」です。大学院芸

術工学研究院と芸術工学府に所属する教員と学生から成る「UI プロジェク

トチーム」のメンバーは、シンボルやロゴタイプのデザイン、その使用のルー

ルなどを検討してきました。

　この「UI ハンドブック」は、九州大学のユニバーシティ・アイデンティティ

の考え方やシンボルロゴの使い方のルールなどを説明した冊子です。ルー

ルというと、とかく「何々をしなければならない」「してはならない」といっ

た窮屈なイメージがありますが、本ハンドブックは、「こうすれば分かりや

すく、美しく見える」「一貫したイメージが作り出せる」といった便利なUI

ノウハウをお伝えするのが目的です。



　UI とは、ユニバーシティ・アイデンティティの略語で

す。少子化や、国立大学の法人化など、様々な理由により、

大学にも個性が求められるようになり、UI という概念が

注目されています。

　一方、企業では他社との差別化が必要であるため、早

くからコーポレート・アイデンティティ（CI）の活動を

通して自社のアイデンティティを発信してきました。企

業は CI を表明する事で社会での役割や自身の個性を明確

にし、社会での知名度、イメージを上げ、それを基盤と

してブランドを確立、成長させました。CI は、ロゴタイ

プやシンボルといった、目に見える要素であるビジュア

ル・アイデンティティ (VI) と経営方針や戦略といった目

に見えない要素であるドメイン・アイデンティティ (DI)

の２つの要素によって形成されています。

　UI はこうした CI の手法を参考にしながら、発展していま

す。学部の再編、大学名、学部名の変更といった DI の打ち

出しは旧来より行われていたのですが、近年ではそれらがさ

らに活発になるとともに特にロゴタイプ、シンボルの見直し

やそれらの運用ルールの策定といった VI についての活動も

盛んに行われるようになってきています。



ます。

ロゴタイプについて

「九州大学」「KYUSHU UNIVERSITY」の文字を「ロゴ

タイプ」と呼びます。和文はオリジナル書体を新たに

作成し、英文はシンボル、和文に合わせて書体を指定

しています。

　九州大学 UI プロジェクトチームは、今回、ビジュアル

要素に注目してシンボルロゴの改定、基本ルール作りを行

いました。シンボルやロゴタイプといったビジュアル要素

は、大学に関わる人にとって目にする機会が非常に多いも

のです。ビジュアル要素は変化する学生や教職員がひとつ

のイメージを共有し、アイデンティティを作り出すのに有

効なツールになるでしょう。

シンボルロゴについて

シンボルロゴは「シンボル」と「ロゴタイプ」の２つ

の要素から構成されます。組み合わせは厳密に定めら

れており、使用する状況に合わせて５つのタイプから

選択できます。

シンボルについて

松葉をかたどった円形のマークを「シンボル」と呼び



　松を図案化した九州大学のシンボルの歴史は 1949 年

にさかのぼります。同年、学生バッチの図案公募が行わ

れました。図案審査にあたっては、学校側、学生側同数

の委員からなる審査会を開いて検討し、松の葉をモチー

フとした作品が採択され、1950 年 2月 10 日から使用さ

れることになりました。

　現在のデザインは、この伝統的なシンボルをより使い

やすく、より現代にマッチしたかたちにリデザインし、

2004 年に商標登録を行い、正式シンボルとして使用して

います。



　ロゴタイプには、和文と英文があります。和文はシン

ボルの形状に合わせてオリジナルの書体がデザインされ

ています。英文は和文に合わせてオランダの swift という

書体が指定されています。九州大学のシンボルと併用す

る書体は、調和を保つために、つねにこのロゴタイプを

用います。



　九州大学のシンボルロゴとして 5つのタイプの組み合

わせを制作しました。5タイプのシンボルロゴは、それ

ぞれ十分検討したうえでシンボルとロゴタイプを組み合

せてあります。ですから原則として、シンボルとロゴタ

イプはつねにこのどれかのタイプを使います。

　また、シンボルロゴを使用する際、小さく用いると非

常に見づらくなってしまうので小サイズ用のシンボルロ

ゴも用意しました→ P35



　ここでは、５つのシンボルロゴについて詳しく紹介しま

す。これらのシンボルロゴは、それぞれフォーマルから、

よりフレキシブルな使用に適したものまで、さまざまな使

用シーンを想定してデザインされています。各ページでは

使用に適したシーンを説明するとともに、分かりやすくア

イコンで示しました。

　５つのシンボルロゴのなかで、最もフォーマルなタイ

プ。和文、英文どちらの印刷物にも使用できます。この

タイプは、左右センターの配置が適切ですので、部局な

どの名称とは離して使用します。



　どちらも左右センターの配置に適したデザインですの

で、部局などの名称とは切り離して、独立させて使用し

ます。

　左ページの和文、そして右ページの英文のシンボルロ

ゴは、どちらもややフォーマルなタイプです。和文タイ

プは、和文の印刷物などに、右の英文タイプは英文のも

のに使用します。



　さまざまなデザインの印刷物や部局などの名称と組み

合わせて使いやすいように考えられた汎用性を重視した

タイプです。フォーマルというよりは、自由度の高いレ

イアウトの印刷物に向いています。和文の印刷物などに

は、左ページの和文ロゴタイプを、英文のものには、右ペー

ジの英文ロゴタイプを用います。

　紙面の左右どちらかに寄せた配置に適したデザインと

なっています。
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　シンボルとロゴタイプのサイズや位置は、決まった比率にしたがってバ

ランスよくデザインされています。考え方は、シンボルの直径の 1/20 を 1

ユニットとし、これを基本単位としてロゴタイプのサイズ、シンボルとロ

ゴの間の空間を算出しています。たとえば、下の天地タイプの場合、和文

の最大文字幅は 32ユニット。ちなみに、シンボルの 20ユニットとの比率

は5対8となり、ほぼ黄金分割 (→ P26欄外 )の割合に近い比率となります。
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　九州大学を象徴する色を「UI カラー」として定めていま

す。シンボルをはじめ、レイアウトなどに UI カラーを効

果的に使うことにより「九州大学らしさ」を、時にははっ

きりと、時にはさり気なく強調することができます。



　4色またはUI カラーの特色を使って印刷する場合は、シン

ボルに UI カラーを用い、ロゴに黒を用いる展開が基本とな

ります。

　単色の場合には黒や UI カラーだけでなく、ほかの色を用

いることもできますが、シンボルとロゴタイプの識別をする

ために、シンボルの色を薄くしたりせずに同じ濃さで印刷し

ます。



　シンボルロゴを写真の上や模様、色のついた背景の上に配

置するときは、なるべく薄い色で無地に近いところに来るよ

うにします。

　シンボルロゴの背景色はシンボルカラーに影響を与えない

色を選びます。無彩色などは、シンボルロゴの視認性を損な

うことなく調和します。

また、背景色が UI カラーや濃い色彩の場合は白抜きが望ま

しいでしょう。



　パターンや模様の入った背景色にシンボルロゴを配置する

ときには、はっきりと見やすいように、なるべく無地に近い

スペースを使用します。また背景のパターンを薄くするなど

の工夫も有効です。

　写真の上にシンボルロゴを置くときには、無地に近い部分

が背景に来るようにレイアウトします。また、シンボルロゴ

の背景にあたる部分のコントラストを下げるなどの工夫も効

果的です。濃い色調の写真の場合、シンボルロゴを単色にす

るとすっきりと見えます。
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　空間が限られているなどの制約のある例外を除き、シン

ボルロゴは、余裕のある空間に配置すると効果的です。配

置にあたっては、シンボルロゴへの他の要素の干渉を防ぎ、

視認性を保つため、周囲のグラフィック要素や紙面の端と

の間に余白をとるようにします。

このように最小限確保したい余白を決め、シンボルロゴを

独立させて配置することを「アイソレーション」と言います。

アイソレーションの仕組みは、シンボルの直径の 4分の 1

を最低限必要な余白（A）として算出しています。



　各部局が独自のシンボルを使用する場合は、九州大学のシ

ンボルは用いず、ロゴタイプのみを表記し、その下のレベル

に部局シンボルと部局名などを併記します。この場合、九州

大学のシンボルロゴは常に左右方向のタイプのものを用いま

す。( → P18, 19)

　基本的なルールは、部局シンボルは部局名の隣に、九州大

学のシンボルは大学のロゴタイプの横にというように、シン

ボルとそれを示す文字を近くに置くことです。

　部局の名称や住所などの文字は、原則として小塚ゴシック、

ヒラギノゴシック、MSゴシックなどの代表的なゴシック体

から選び、部局のシンボルと組み合わせます。

　縦表記の場合の事例

　　独自のシンボルを使用しない部局

　　独自のシンボルを使用する部局

大学院人文科学研究院

大学院人文科学府

文学部

大学院芸術工学研究院

大学院芸術工学府

芸術工学部



　横表記の場合の事例

　　独自のシンボルを使用しない部局

　　独自のシンボルを使用する部局

教育学部

大学院総合理工学研究院

大学院総合理工学府

　シンボルの直径が 10mm以下の場合は、シンボルのディ

テールがつぶれて見づらくなってしまうため、小サイズ用シ

ンボルロゴ（小）を使います。

　　　　　標準シンボル　　　　　　　小サイズ用シンボル

また、視認性を保つため、下のサイズより大きく使います。



　広報誌など、その時々のトレンドを取り入れた旬なデザ

インが必要な印刷物には、次のなかからフォーマル度や使

用言語に適したものを選び、ある程度の柔軟な使用ルール

を適用します。詳細はマニュアルをご覧ください→ P55

　和文広報誌などの場合

　英文広報誌などの場合

シンボルロゴとおすすめレイアウト

天地タイプのシンボルロゴ

左右センターに配置するレイ
アウトに適しています。

左右タイプのシンボルロゴ

左右いずれかに寄せた配置の
レイアウトに適しています。



　これからのページでは今まで説明してきた、シンボルロゴを適用したアプリ

ケーションの事例を紹介します。印刷物などを作成する場合に UI を効果的に

アピールする、スマートなレイアウトを考える際の参考にしてください。

　各アプリケーションのレイアウトなどの詳細は UI マニュアルに示していま

すのでご参照下さい。→ P55

　封筒に記載する情報は、大学本部の場合、独自のシンボルロゴを持っていな

い部局などの場合、独自のシンボルロゴを持っている部局などの場合でそれぞ

れに適したパターンを選択します。



　角２、長３、英文それぞれの封筒に記載情報を配置した例の一部を示します。

1. 大学本部



3. 個別のシンボルロゴを有する部局等 (2 組織名称 )2. 個別のシンボルロゴを有さない部局等 ( ３組織名称 )



　レターヘッドは、A4サイズで、和文、英文併記のタイプと、英文のみのタ

イプを示しています。基本ルールは、封筒の表記に準じています。

大学本部

独自のシンボルロゴを有さない部局等

独自のシンボルロゴを有する部局等



標準タイプ

封筒と同様に左右タイプのシンボルロゴをベースに展開した、横使いのみ

のモダンな印象を与える標準タイプの名刺です。

大学本部、シンボルロゴを有さない部局等

シンボルを有する部局等

　名刺は、組織のアイデンティティを反映させつつ、個人の好みにも対応で

きるように 2つのバリエーションを示しています。

伝統的なタイプ

天地タイプのシンボルロゴを使用した名刺で、縦・横書きの両方に対応し

ます。明朝体も使用でき、オーソドックスで伝統的な印象を与えます。

縦横



　冊子などの表紙は以下のガイドラインに沿ってデザインすることで、全体

としての統一感を生み出します。

フォーマルとフレキシブル

本文内容によってきちんとした印象が望ましい場合には「フォーマル」、表

紙に自由度を持たせ、読者に親近感を与えたい場合には「フレキシブル」

のガイドラインに従ってデザインすると良いでしょう。これらのガイドラ

インは最小限必要なルールを示していますので、事例を参考に自由にデザ

インを楽しんでください。

年度毎にテーマカラーを選定しています。これらのカラーを効果的に使用

する事によって、より統一感のあるデザインができます。 





　初めて九州大学のキャンパスに足を踏み入れる九大生。入学式の日は、さ

まざまな書類が手渡されます。そんな新入生にプレゼントされるのが、ワン

タッチでファイルボックスにもなる書類ケース。九州大学のUI をアピールし

ながらも自由で楽しいグラフィックで新入生の九大への帰属意識を高めます。

　入学式後に各キャンパスに移動する 3000 人の新入生がみな手にしている

バッグは道行く人の目に触れます。このバッグは広告としての役割も果たすの

です。そして、入学してからも重要な書類を保存しておけるファイルボックス

は、いつも机の上や本棚の中で学生生活を見守ってくれます。



　ビデオやウェブサイトなどのメディアにおいて、動画はますます身近になっ

ています。シンボルロゴに動きと音が付くことで、ストーリーが生まれ、よ

り印象深い表現ができるようになります。アジアから九州へ、そして福岡へ

とズームイン。九州大学に落ちた松の種は花を咲かせ、大きく葉を拡げます。
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